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在
宅
者
に
つ
い
て
、
軽
易
な
日

常
生
活
上
の
援
助
を
行
う
﹁
軽
度

生
活
支
援
事
業
﹂、
独
居
者
の
安

否
確
認
と
不
安
解
消
、
緊
急
時
の

迅
速
な
対
応
を
図
る
﹁
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
﹂、
調
理
困

難
者
へ
の﹁
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
﹂

を
実
施
す
る
と
共
に
、
在
宅
介
護

を
行
う
家
族
に
対
し
て
は
、
経
済

的
か
つ
精
神
的
な
支
援
の
た
め

の
﹁
介
護
用
品
支
援
事
業
﹂
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
三
つ
の
障

が
い
に
係
る
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
提
供
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活

や
就
労
支
援
な
ど
社
会
参
加
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
﹁
障
が
い
者
地
域
生
活

支
援
事
業
﹂
等
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、児
童
福

祉
法
に
も
と
づ
く
通
所
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
障
が
い
児

の
療
育
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

第
５
期
の
事
業
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
に
つ
い

て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充

実
を
念
頭
に
お
き
、
地
域
の
高
齢

者
が
持
て
る
能
力
に
応
じ
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ

び
適
正
な
利
用
促
進
な
ど
、
介
護

予
防
を
推
進
す
る
と
共
に
、
安
定

運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
ま
た
複
雑
多
様
化
す
る
都

市
災
害
や
高
齢
化
社
会
に
対
処

す
る
た
め
、﹁
地
域
防
災
計
画
﹂の

見
直
し
を
行
い
、
市
民
、
関
連
機

関
お
よ
び
行
政
が
連
携
し
た
防

災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

市
民
へ
防
災
情
報
を
提
供
す

る
た
め
、
海
抜
で
色
分
け
し
た
、

新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

配
布
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
、
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
団

体
と
連
携
し
た
、
定
期
的
な
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
、
特
に
児
童

生
徒
に
対
し
て
は
、
登
下
校
時
の

安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
交
通
安

全
指
導
に
取
り
組
み
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
犯

思
想
の
普
及
活
動
を
は
じ
め
、
犯

罪
の
防
止
お
よ
び
青
少
年
健
全

育
成
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

緑
化
推
進
事
業
で
は
、
市
民
に

定
着
し
て
お
り
ま
す
﹁
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
﹂
を
更
に
推
進
し
、

快
適
で
美
し
い
都
市
環
境
お
よ

び
風
景
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

港
川
地
区
に
お
け
る
カ
ー

ミ
ー
ジ
ー
周
辺
等
の
整
備
に
つ

い
て
は
、﹁
ま
ち
づ
く
り
事
業
﹂を

活
用
し
、
更
な
る
推
進
に
向
け

﹁
実
施
計
画
﹂
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
に
伴
う
墓
地

の
許
可
権
限
が
、
本
年
度
に
県
か

ら
市
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。浦
添
市

墓
地
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市

の
実
情
に
沿
っ
た
﹁︵
仮
称
︶
浦
添

市
墓
地
等
の
経
営
許
可
に
関
す

る
条
例
﹂を
制
定
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
﹁
市

民
﹂
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
、
連
携
、
協
力
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
精
神
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
と
共
に
、﹁
ひ
と
づ
く
り
﹂﹁
も
の

づ
く
り
﹂﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
よ
り
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

で
あ
る
自
治
会
活
動
の
充
実
・
発

展
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民
相
互

の
連
携
と
住
み
よ
い
地
域
、
魅
力

あ
る
自
治
会
づ
く
り
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
の
た
め
、
自
治
会
の
開
催
す

る
講
座
に
対
し
支
援
を
行
い
ま

す
。本

市
の
行
財
政
運
営
に
お
い

て
は
、
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

継
続
取
組
分
に
基
づ
い
て
、
事
務

取
扱
手
数
料
の
見
直
し
、
補
助

金
・
負
担
金
の
見
直
し
な
ど
、
全

庁
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。そ
の
結
果
、
市
税
等
徴
収

率
の
向
上
、
一
般
会
計
の
公
債
費

残
高
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
分
権
の
進
展
、

未
曾
有
の
自
然
災
害
や
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
等
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
は
、
行
政
需
要
の

増
加
と
な
り
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

財
政
状
況
を
招
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
よ
う
な
行
政
課

題
な
ど
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

し
進
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
収
納
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
納

税
環
境
の
拡
充
を
図
り
、
一
層
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
は
行
政
が
独
占
し

て
き
た
領
域
を
市
民
協
働
で
担

う﹁
新
し
い
公
共
﹂と
し
て
、
公
的

な
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
市
を
始
め
、

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
厳
し

い
財
政
環
境
に
お
い
て
、
選
択
と

集
中
の
視
点
に
立
ち
、
創
意
工
夫

を
持
っ
て
本
年
度
の
予
算
を
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
予
算

は
、

一
般
会
計

　
三
百
七
十
一
億
六
千
八
百
万
円

特
別
会
計

二
百
三
十
九
億
八
千
五
百
九

十
八
万
円

企
業
会
計

三
十
億
六
千
三
百
九
十
九
万
円
、

合
　
　
計

六
百
四
十
二
億
一
千
七
百
九
十

七
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※

平
成
24
年
度
施
政
方
針
の
全

文
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
浦

添
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。︵
サ
イ
ト
内
検
索
﹁
施

政
方
針
﹂︶

安
全
安
心
で
や
す
ら
ぎ
に

み
ち
た
快
適
環
境
都
市

ひ
と
・
ま
ち
・
未
来
が

輝
く
市
民
協
働
都
市

施政方針

問
い
合
わ
せ

　
企
画
課
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２つの福祉プランを策定しました！
高齢者がいきいきと暮らすために

障がい者が自立への一歩を踏み出すために
浦
添
市
へ
両
プ
ラ
ン
を
答
申

　

３
月
１
日
、浦
添
市
福
祉
保
健

推
進
協
議
会
か
ら
市
長
へ「
第
三

次
て
だ
こ
高
齢
者
プ
ラ
ン
」お
よ

び「
第
３
次
て
だ
こ
障
が
い
者
プ

ラ
ン
」の
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
神
里
博
武
会
長
は

「
高
齢
者
プ
ラ
ン
は
地
域
で
の
暮

ら
し
を
支
え
る
こ
と
を
念
頭
に
施

策
を
展
開
し
、障
が
い
者
プ
ラ
ン
は

自
立
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
、と
も
に
生
き
る
地

域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
た
内
容

で
す
。実
行
性
を
も
っ
て
計
画
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
ま

し
た
。

　

市
長
は「
福
祉
は
持
続
的
、継
続

的
に
続
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
浦
添
市
の
福
祉
の
向
上
へ

意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

第三次てだこ高齢者プラン

いきいきチャレンジ高齢者

重点施策

ー加齢と共生、いきいきチャレンジ地域づくりー

地域での暮らしを支える

重点施策
『自立への第一歩』へ

ー浦添市高齢者保健福祉計画・第5期浦添市介護保
険事業計画ー（平成 24年度～平成 26年度）

第３次てだこ障がい者プラン
・第3次浦添市障害者計画(平成24年度～平成29年度)
・第3期浦添市障害福祉計画(平成24年度～平成26年度）

　「ともに生きる」福祉のまちづくりに向けて、自立しよ
うとする障がい者がまず『自立への一歩』を踏むことが
できるよう、「相談」 「居住」「就労」の課題について重
点的に取り組みます。

　目指す高齢者像「いきいきチャレンジ高齢者」の実
現を目指すため、高齢者がいつまでも住み慣れた地
域で生活できるよう、次の５つを重点施策として取り
組みます。

高齢者・障がい者各プランの詳しい内容は市ホームページをご覧ください。また、福祉課窓口にて概要
版をご用意しております。

１．高齢者の良質な住まいの確保に向けた支
援の推進

５．地域包括ケアシステムの充実に向けた取
り組み推進

２．在宅医療の充実

３．認知症対策の強化

４．生活支援サービスの充実

問い合わせ 福祉課（市役所３階）℡８７６－１２３４（内線3571）

ともに支え合い、
　　ともに喜び輝く、
　　　　　　てだこの都市

め
ざ
す
姿

自立への
第一歩を
踏む

ま ち
ま ち

地域で暮らす
地域生活への

移行に向け取り組む

いつでも相談できる
・いつでも相談できる
関係づくりに取り組む

仕事に就く
・就労が継続できる
ための支援に取り組む


